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熊本県阿蘇郡高森町 河原辺地  

（辺地の人口１２８人・面積１８．１ｋ㎡） 

 

１． 辺地の概況 

（１） 辺地を構成する町又は字の名称 

     熊本県阿蘇郡高森町大字河原字仁田水・中仁田水・上仁田水・西塩屋・東塩屋・南塩屋・

上深迫・西深迫・南深迫・北赤佐渡・西赤佐渡・赤佐渡・東赤佐渡・井ノ平・北黒岩・

西黒岩・上黒岩・南黒岩・東黒岩・北園・内北園・塩井平・井望野・上井望野・耳津迫・

前平・谷畑・余波・北通山・南通山・通山・外余波・馬場・上馬場・米山・下り山・西

下り山・南下り山・下山神・山神・上山神・大道・中大道・下大道・大野迫・小野迫・

東丸山・南丸山・西丸山・北丸山・西莚打・東莚打・上長迫・長迫・下長迫・河原・鼬

山・牛神・上牛神・一ノ尾・初尾野・深迫・早霜 

（２） 地域の中心の位置 

  熊本県阿蘇郡高森町大字河原字河原３００９番地 

（３） 辺地度点数 

１８９点 

 

２． 公共的施設の整備を必要とする事情 

   河原辺地は、１８．１ｋ㎡を有し阿蘇外輪山外側の波状急傾斜に拓けた地域に集落が点

在し、令和７年４月１日現在５９世帯１２８人が居住する農山村地域である。 

   本計画は、味鳥地区から県道高森波野線を結ぶ重要な路線にある味鳥橋(1971年架設)

において、高森町橋梁定期点検(近接目視)の結果、経年劣化により上部工・下部工ともに損

傷・腐食等が確認され、危険な状態であることから早期に架け替えを実施する必要があり、

架替工事を行うものである。 

   また、河原地区にける公共施設については、建設から相当年数が経過しており、照明整

備やトイレ等の老朽化が進行している。特に、従来型照明の使用継続による電力消費の増

大や、和式トイレの利用環境に対する改善要望があるほか、外壁の劣化に伴う建物の耐久

性及び景観の低下が懸念されている。このため、省エネルギー化の推進、利用者の利便性

向上及び施設の長寿命化を図る観点から、計画的な公共施設整備を実施する必要がある。 

上記を踏まえ、令和８年度に河原総合センターの既存照明設備を高効率なＬＥＤ照明へ

更新し、省エネルギー化及び施設利用環境の向上を図る。併せて、河原生涯学習センター

のトイレ洋式化及び外壁塗装工事を実施し、利用者の利便向上と施設の長寿命化を図る。 

令和９年度には河原生涯学習センターの外壁塗装工事を実施し、建物の劣化防止及び景

観の維持向上を図る。 

 

 

 

 

 

 



３．公共的施設の整備計画 

令和８年度～令和９年度  ２年間                  

（単位：千円） 

区    分  

事業費 

財源内訳 一般財源の内辺地対  

策事業債の予定額 施設名 事業主体 特定財源 一般財源 

交通通信施設  

（橋梁） 高森町 22,000 13,794 8,206 8,200 

公民館その他の

集会所施設 

（河原総合センター・

生涯学習センター長寿

命化） 

高森町 3,901 0 3,901 3,100 

公民館その他の

集会所施設 

（河原生涯学習センタ

ー外壁塗装） 

高森町 13,981 0 13,981 11,100 

合  計 39,882 13,794 26,088  22,400 

 


